




この度は、弊社製品をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。 
この取扱説明書は、正しく安全にご使用いただくための注意事項が記載されていますので、 
ご使用の前によくお読み下さい。 
また、お読みになった後も大切に保管し、必要な時にお役立て下さい。 

本体枠×4

扉(透明)×2棚板×2
 

カッターナイフ 

切り離した部品の端部を 
キレイに取って下さい。 脚部セット×1

プラスドライバー、ハサミ または ツメ切り、カッターナイフ、キリ 

準備するもの 

天板×1

深引出し×2

軸受×2

下軸×2

上軸×2

軸受×2

下軸×2

部品袋×1

ネジ袋×1

タッピンネジ×3

小ネジ×2

蝶ボルト×1

ナット×1

転倒防止具×1

脚部セット×1

深引出しストッパー×2

● 収納物を入れたまま移動しないで下さい。中の物が飛び出しけがや破損の原因となります。 
● 転倒防止のため付属の転倒防止具を使用して下さい。 
● 組立ての際は指などをはさまないように注意して下さい。 
● 深引出しは抜け落ちる場合がありますので出し入れの際には十分気をつけて下さい。 
● 深引出しストッパーを必ず使用して下さい。落下してけがや破損の原因となります。 

● 部品をはめ込むと分解できませんので注意して下さい。 
● 床に傾斜や段差がある不安定な場所では設置しないで下さい。扉の開閉やマグネットの効果に 
 不都合が生じることがあります。 
● 暖房機などの熱風吹き出し口や火のそばに置かないで下さい。 
● 材質がポリスチレンを使用した部品はレモン等柑きつ類の皮に含まれるテルペン、又は油脂に 
 よって変化することがあります。 
● お手入れは中性洗剤を使用して下さい。ベンジン・シンナー等は使用しないで下さい。 
● 耐荷重以上の荷重をかけないで下さい。棚板のはずれや製品など破損することがあります。 
 
 部品名称 

材　質 

使用上の注意 

… 取り扱いを誤った場合、軽度の傷害を負ったり、物的損害につながる恐れのあるもの。 

… 取り扱いを誤った場合、製品の故障・損傷・早期寿命などを招く恐れのあるもの。 

収納スペースと耐荷重 

● 刃物等の取り扱いには十分注意して下さい。 

ハサミやツメ切り等で 
各部品を切り取って下 
さい。 

各部品の切り取り 
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この商品の品質で、お気づきの点がございましたらお手数ですが下記までご連絡下さい。また、 
この商品が不用となった時、「リサイクル」と明記のうえ、送料お客様ご負担でお送り下さい。 

富山市水橋桜木136 〒939-0592　お客様相談室/TEL(076)478-2957 
（受付時間：土日、祝祭日を除く平日9:00～17:00） 
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袋：PE

ラベル：紙 

品　　名 スリムストッカー S165D ミドルストッカー M165D

本体枠・天板・ 

脚部・上軸・下軸・軸受・転倒防止具 
深引出し（容器）・深引出しストッパー　　　　　　： ポリプロピレン 

扉・棚板・深引出し（前板･取っ手）  ： ポリスチレン 

幅 25×奥行35×高さ 167 幅 35×奥行35×高さ 167サイズ（cm） 

材　　質 

幅 24×奥行31×高さ38.5 幅 34×奥行31×高さ38.5ボックス内寸法（cm） 

深引出し内寸法（cm） 

 

ミドルストッカー M165D
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（上図は左開きです。） 

2段目以上のボックスの 
耐荷重15kg

最下段のボックスの 
耐荷重20kg

各棚板の 
耐荷重7.5kg

 

スリムストッカー S165D
25cm

35cm
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2段目以上のボックスの 
耐荷重10kg

最下段のボックスの 
耐荷重15kg

各棚板の 
耐荷重5kg

幅17.5×奥行28.5×高さ36.5 幅27.5×奥行28.5×高さ36.5

スリムストッカー　 S165D
ミドルストッカー　 M165D
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穴の目印 
天板 

転倒防止具 蝶ボルト 

ナット 

タッピンネジ 

天板上面の穴の目印 3カ所のうち、 
1カ所を選び、キリや先の尖った 
金具等で穴をあけて下さい。 
 

まず転倒防止具を天板上面の穴 
位置に乗せ、蝶ボルトを穴に差 
し込み、本体内側よりナットで 
仮止めします。 

次に本体を置く場所に移動して 
タッピンねじで壁面に固定し、 
最後に蝶ボルトを締め付けます。 
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本体下部の 
組立て 

本体の組み上げ 

棚板の取付け 深引出しの組込み 
下部の本体枠に深引出しを入れて
下さい。 

転倒防止具の取付け 

本体上部の組立て 

棚板 

棚板は上下3段に高さが調節できます。 

本体内側の凸部に棚板の一方を 
斜めに乗せます。 

棚板の他方を上から水平になる 
まで落とし込み取付けます。 

本体枠2コの向きを合わせ、 
はめ込んで下さい。 
天板をはめ込んで下さい 

本体最下段の底面に 
脚部を5コはめ込んで下 
さい。 

別の本体枠2コを同様に 
組合せます。 

本体の上部と下部を組立てます。 

 
〔準備するもの：プラスドライバー、ハサミ または ツメ切り、カッターナイフ、キリ 〕 

深引出しストッパー 
の取付け 

3
深引出しストッパーを、裏面に2ヵ所 
はめ込みタッピンネジで締めて下さい。 

深引出しストッパーの 
取付け状態 

上部 

下部 
タッピンネジ 

深引出し 
ストッパー 

本体枠 

本体枠 

本体枠 

本体枠 

脚部 

上部 

天板 
天板 

下部 

脚部 
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5 扉の取付け 

6

上図は左開きの場合です。　　　　
　　　　 

小ネジの取付け 

底面の4隅の穴にはめ合い部を合わせ、カチッと 
音がするまで押し込んで下さい。 

※ 分別ゴミ容器として 
ご使用の場合 
レジ袋をかけて、分別ゴミ
容器として使用することが
できます。 

本体枠 

本体枠 

本体上側の穴に上軸を 
はめ込みます。 

本体下側の穴に軸受を 
はめ込みます。 
 

扉上側の穴に上軸を 
差し込みます。 

上図は左開きの場合です。 

扉下側の穴を軸受に 
合わせ、下軸をしっかり 
とはめ込みます。 

上軸 

右開きか、左開きを決めて下さい。 

軸受 

下軸 

下軸 
 

軸受 
 
 

上軸 
 扉 
 

扉 
 

軸受 
 
穴 

上軸 
 

穴 

● 部品をはめ込むと分解できませんので注意して下さい。 
● 組立ての際は指などをはさまないように注意して下さい。 

● 広く安全な場所で、箱から部品を出して組み立てて下さい。 
● 取扱説明書の組立て方をよく見て、確実に組み立てて下さい。 

組立て方 

小ネジの取付け位置 

マグネット 




